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飛び立つ205名
　弥生。3月16日（火）江南中学校の第34回卒業式が行われました。

　卒業生205名（男101名、女104名）たちは、3年間の思い出を刻ん
だ学び舎をあとに新たな世界へと飛び立って行きました。
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llそ　の　他

町　 ，　税
蹴塾灘餓ll贈鰹灘螂灘 64，396千円

議　会　費
1，467，052千円

地方交付税

雛
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灘
難叢灘醐1鍵鍵 藝
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消　防　費
700，000
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肇
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灘
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公　債　費
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国・県支出金
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轟
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自聾蜥酬金ll

423，938

教　育　費
70，000

そ　の　他
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431，634

民　生　費
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454，077
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園　　　　・　平成5年度

騒翻平成4年度

1，038，398

（億円）　10　　　　5　　　　0

工夫に努め

　
三
月
の
定
例
議
会
で
、
平
成
五
年
度
の
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
一
二
十
五
億
三
干
万
円
で
、

昨

年
度
に
比
べ
て
四
億
七
干
四
百
万
円
、
十
五
・
五
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
五
つ
の
特
別
会
計
を
加
え
、
豊
か
な
2
1
世
紀
を
め

ざ
し
た
町
づ
く
り
の
た
め
に
配
分
し
ま
し
た
。
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扶助費　121，959

1その他25．666

公債費176，129

繰出金　131．349
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　　　　　　　　　　3，530，000
　　　　　　　　　　（単位：千円）
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21世紀へ向け創意と

一般会計予算35億3，000万円

町民の暮らしを支える

　　　　　生活利便都市・

道路・橋りょう………………1969990
0幹線道路整備事業……………75，690

0生活道路整備事業……………61，300

0交通安全施設整備事業………60，000

市街地整備…・……一……・…127，095

0土地区画整理事業…………117，129

0熊谷南部地域開発……………9，966
下水道…・…………・…・…………6，100

0広域公共下水道整備基本構想策定

　　　　　　　　　　　　5，100
0生活排水処理基本計画策定…1，000

生活にゆとりとうるおいのある

　　　　　快適環境都市

ゴミ・し尿処理………　……216，587

0ゴミ処理事業…一　　　　133，276
0し尿処理事業…・……………・・64，727

0塵芥収集事業・…・’…………・・16，763

0ゴミ処理容器購入助成事業・　1，339

防災・防犯………　　　　　　9，698

0消防施設整備事業………・　　6，350

0防災行政無線整備事業一…　3，348

交通安全施設整備事業…一…　5，517

公害対策…………　　　　　　4，574

公園・緑地……・一　　　　　　3，071

安心していきいきと暮らす

　　　　　　　健康都市

○地域福祉基金活動事業………3，180

0老人家庭奉仕員派遣事業……1，238
社会保険の充実…・……………・・57，766

0国民健康保険の充実…………33，285

0老人医療の充実………………24，481

保健・医療……・一一一…・……22，737

0疾病予防・健康づくり推進事業

　　　　　　　　　　　・・12，945
0健康診断助成事業……………3，750

0基本健康診査事業……………3，585

0高血圧と心疾患予防対策事業…990

同和対策事業一……………◆一5，365

ふるさとの文化を大切にする

　　　　　生涯学習都市

○小学校施設整備事業・一…　10，764

0中学校施設整備事業・…………4，126

社会体育……………　　　　　11，749

0社会体育振興事業・一………10，699

0運動公園整備事業一　　　　1，050

パソコン導入事業・……　　　　6，308

中学校外国人講師授業………　　3，399

コミュニティ…　　　　　　　2，100

0集会所整備事業……　　　　1，500
　　　　　　　　　　　　　　　●
Oコミュニティづくり推進事業　600

’活力にあふれ躍動する

　　　　　自立経済都市

農林業の振興・…・……　　　　257，867

0生活環境整備事業・…　　　138，472

0生産基盤整備事業…………・86，860

0農業経営の安定確立事業……32，535

商工会の育成一・　　　　　　7，609

観光振興推進事業…・…　　　　1，346

テクノグリーン構想の推進…・…　77

町民の夢を大切にし実現する

　　　　　　　未来都市

住民参加……・……

O広報の発行…・…

O人材育成事業……
行政運営………・……

○電算事務運営……・

O統計思想普及事業・

福祉一……………・一………2929779

0児童措置事業………………113，183

0老人保護措置事業……………94，100

0ねたきり老人手当等支給事業

　　　　　　　　　　　…29，985
0身体障害者福祉事業…………23，695

0社会福祉協議会の充実………8，641

0老人保健福祉計画策定………6，294

0高齢者対策事業………………6，160
0ねたきり老人等入浴サービス事業

　　　　　　　　　　　　3，650
（3）

社会教育……　　　　　　　　573，430

0総合文化会館整備事業一　562，500
0同和問題啓発事業……一　　　7，154

0生涯学習推進事業・……　　　3，176

幼児教育事業……一……　…・89，488

文化………・　　　　　　　一21，527

0町史編さん事業・一一　　…19，327

0文化財保存事業・………　　　2，200

学校教育一・…　　　　　　　一14，890

　　　・・11，443

　　　　8，430

　　　　3，013
　　　－32，474
・一　　　　　　・・30，890

…・　　　　　964

　（単位：千円）
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　　特別会計
　（各グラフの単位は：千円）

前年と比較した特別会計のうこき

住宅

集排

国保

老保

水道

國平成4年度

【コ平成5年度

「一「「』R’

1脳←1「三撫ζ1

　縣1ド「

ゴ「無一；監 犠壱r1
、「庫、灘灘 繋灘・灘黙ζ∫∫

灘腿「11、Il
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　　糊齢
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舗

会計名

21意　　 3イ意　　4f意　　 5イ意　　8f意

るために、疾病予防に重点　　　国民健康

を置き、国保の疾病分類や　　　　　保険税
医療費動向を生かした健康　　　〔194・601）

づくり事業を保健センター

と連携して実施するほか、

人間ドック受診費補助事業

などによって、安心して生

き生きと暮らす健康な町づ

くり実現のために、歳入歳

出それぞれ5億810万円の予

算を計上いたしました。

国・県支出金
〔172，319）

療養給付費

　　交付金
〔59，772〕

繰　入　金
〔57，535）

そ　の　他
（23，873）

　保険給付費
　　〔377，270）

老人保健

　　拠出金
〔81，m）

費
他

の
　
　
　

務
1
9
の
5
2

1
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　老人保健特別会計に

ついては、人生80年時

代を迎え老人が健康で

生きがいを持ち安心し

て暮らせるために、高

齢者の健康保持と増進

を図るために万歩計を

配布し、歩く健康づくり

推進事業、健康に対する

自覚と認識の高揚を推

進するため健康者表彰

などを計画し、歳入歳

出それぞれ4億5，820万

1千円を計上いたしま

した。

支払基金

　交付金1
〔314，256）究

国・県支出金糞

（114，457〕

繰入金1
〔24，48D

その他〔5，007）

医療諸費
〔450，949〕’

予備費「
（5。000）

その他〔2，252）

　住宅資金貸付事業特

別会計については、生

活環境である住宅環境

の整備、改善を図るこ

とを目的として、今日

まで積極的に取り組ん

でまいりました。本年

度も生活環境を改善し、

同和間題の早期解決に

資することを基本とし

ました。事業は、住宅

新築資金貸付事業並び

に住宅新築資金等貸付

事業債の償還などで、

歳入歳出1，416万9千円

を計上しました。

（7，399）　　　（7，842）

町　　債 l（4，600〕　　　　住宅資金貸

　　　　　　付事業費t
　　　　　　〔6，275〕

　農業集落排水事業特

別会計については、農

業用水の水質保全と農

村生活環境の改善整備

を図るため、今日まで

積極的に取り組んでま

いりました。

　本年度においては、

三本地区の管路埋設工

事と処理施設工事、小

江川地区の管路埋設工

事、御正地区の実施設

計を予定し、5億4，554

万7千円を計上いたし

ました。

1灘難
県支出金1
〔319，109）

町　　債
（157，500）

その他
（68，938）

農業集落排「

水事業費．

（534。826）1

公債費
〔10，720）1

予備費1
（1〕

葦鰻翌 糠二蹄蓼 一穐 ・万占1難

営　業　収　益　　285，2口 営　業　費　用　　260，825

営業外収益　　　12，001 営業外費用　　　102，232

特　別　利　益　　　　　1 特　別　損　失　　　　　1

予　　備　　費　　　　200

合　　計　　297，213 合　　　計　　　363，258
爾L 旨1醤轟一 難・ 噸 一濁一一 一1巳『 F

1

講1雛三

雛鵜輩多『1叢毒箋驚ト舗 ’［一　」門 、L蚤・嘔し 脚昆1惣1μ

企　　業　　債　　100。000 建設改良費　　205『，148
一般会計負担金　　　1，200 企業債償還金　　　22，938
負　　担　　金　　　13，418

合　　計　　　114，618 合　　計　　　228，086

　水道事業会計については、収益的収入2億9，721万3千円、
収益的支出3億6，325万8千円で差引不足額6，604万5千円は、

前年度繰越利益剰余金で補てんします。また、資本的収入
1億1，461万8千円、資本的支出2億2，808万6千円で差引不足
額1億1，346万8千円は、過年度分損益勘定留保資金などで補
てんします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
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平
成
五
年
第
｝
回
定
例
会
が
三
月
ハ
日
か
ら
十
ハ
日
ま
で
の
会
期

　
十
一
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
を
は
じ
め
各
常

　
　
　
任
委
員
会
の
議
会
構
成
が
決
定
し
、
つ
づ
い
て
　
平
成
五
年
度
一

　
　
　
　
般
会
計
予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
、
平
成
四
年
度
補
正
予
算
、
条

　
　
　
　
　
例
の
制
定
や
改
定
、
助
役
、
収
入
役
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
二
十
五
議
案
が
上
程
さ
れ
本
会
議
、
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議

　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平成5年第1回定例議会
新年度予算など25議案を可決・同意

●
江
南
町
都
市
公
園
条
例
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種

　
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

●
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
五
年
度
江
南
町
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
五
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
五
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
五
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

●
平
成
五
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

予
算
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
五
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

●

●
平
成
四
年
度
江
南
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
四
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
四
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
四
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
四
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
四
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
町
道
路
線
の
認
定
・
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
助
役
、
収
入
役
、
監
査
委
員
の
任
期

満
了
に
と
も
な
い
、
選
任
の
同
意
を
議

会
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
助
役
の
選
任

今
井
　
　
明
…
…
再
任

住
　
所
　
大
字
小
江
川
八
八
四
番
地

生
年
月
日
　
昭
和
三
年
十
一
月
士
日
生

●
収
入
役
の
選
任

井
上
　
　
清
…
…
再
任

住
　
所
　
大
字
小
江
川
一
五
九
五
番
地

生
年
月
日
　
昭
和
七
年
＋
二
月
二
＋
二
日
生

●
監
査
委
員
の
選
任

水
野
　
利
男
…
…
新
任

住
　
所
　
大
字
押
切
二
五
一
九
番
地

生
年
月
日
　
昭
和
二
＋
三
年
八
月
一
日
生

議
会
構
成
決
ま
る

　
第
一
回
定
例
議
会
で
議
長
、
副
議
長

の
選
挙
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会
な

ど
の
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
に

つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
（
敬
　
称
　
略
）

議
　
長
　
　
杉
　
田
　
彌
　
平

副
議
長
　
　
福
　
田
　
　
　
清

◎
印
は
委
員
長
　
　
○
印
は
副
委
員
長

総
務
常
任
委
員
会

◎
柴
田
　
守
次
　
　
　
●
小
澤
　
孝
平

　
折
川
　
高
一
　
　
　
　
柴
　
　
芳
夫

　
小
林
守
　
吉
沢
淳
次

　
杉
田
　
彌
平

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
篠
田
　
正
勝
　
　
　
○
篠
崎
　
長
司

　
柴
田
　
清
次
　
　
　
　
持
田
　
知
丈

　
三
田
　
清
一
　
　
　
尾
島
　
　
茂

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
寺
山
　
孝
作
　
　
　
○
飯
山
島
敏
宏

　
鎌
塚
　
義
一
　
　
　
　
井
上
　
勝
義

　
岡
田
　
政
秋
　
　
　
　
冨
田
　
利
夫

　
福
田
　
　
清

議
会
運
営
委
員
会

◎
折
川
　
高
一
　
　
　
〇
柴
田
　
清
次

委
員
に
つ
い
て
は
変
更
な
し
。

（5）



住民票・除票交付申請書戸籍謄抄本交付申請書

●

請
　
　
求
　
　
者

住
所

請
求
者

住
所

氏
名 印

a 氏
名 印

雪

必要な人との関係　本人・夫・妻・子・父母・その他（　　　　）
必要な人との関係 本人・夫・妻・子・父母・その他（　　　　　）

続柄・本庸等の記載を必要とされる方は該当欄に○印をつけ，理由を、蓋1

必要なもの及ぴ通数 本　籍 □世帯主との続柄

ロ本籍及び筆頭者
理
由

戸　籍

謄　本　　通

抄　本　　通 筆頭者名 必要なもの及び通数

江南町大字

除　籍

謄　本　　通

世帯全員の写し　　通

抄　本　　通 抄本及び身分証明の

　　必要な人の氏名

世帯主氏名

原戸籍

謄　本　　通
世帯の一部の写し　　通 とりたいかたの

　氏　　　名
抄　本　　通 使用目的（具体的に記入して下さい。）

記載事項証明　　　　通

使用目的（具体的に記入してドさい、1

戸籍の

付　票

謄　本　　通

抄　本　　通

身分許明　　　　　通

●

　
町
で
は
四
月
か
ら
、
完
全
週
休
二
日

制
が
導
入
さ
れ
、
す
べ
て
の
土
曜
日
が

閉
庁
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
た

び
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
従
来

よ
り
実
施
し
て
き
た
郵
送
申
請
に
加
え

電
話
予
約
に
よ
る
住
民
票
働
の
交
付
が

利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

電
話
予
約
に
よ
る

　
　
　
住
民
票
㈲
の
交
付

　
こ
の
制
度
は
、
町
役
場
の
執
務
時
間

内
に
お
越
し
で
き
な
い
か
た
の
た
め
に

電
話
予
約
に
よ
る
住
民
票
⑤
の
交
付
を

行
う
も
の
で
す
。
な
お
、
住
民
票
以
外

の
も
の
は
交
付
出
来
ま
せ
ん
。

　
　
　
〔
申
請
手
続
き
〕

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
休
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
で
、
町
役

場
住
民
課
麿
三
六
－
一
五
二
一
内
線
二

二
三
に
電
話
で
交
付
申
請
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
電
話
予
約
で
住
民
票
㈲
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
本

人
お
よ
び
同
じ
世
帯
に
属
す
る
人
に
限

り
ま
す
。

　
　
　
〔
受
　
　
領
〕

　
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
休
日
（
年
末

年
始
を
除
く
）
の
指
定
し
た
日
時
に
町

役
場
で
当
日
記
載
さ
れ
た
交
付
申
請
書

と
引
き
替
え
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

こ
の
と
き
に
印
鑑
と
証
明
手
数
料
が
必

要
で
す
。

　
　
郵
　
便
　
申
　
請

　
こ
の
制
度
は
、
役
場
に
来
庁
で
き
な

い
人
の
た
め
に
郵
便
に
よ
る
申
請
で
住

民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
郵

送
に
よ
り
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
方

法
で
す
。

　
　
　
〔
申
請
書
〕

　
任
意
の
用
紙
（
用
紙
は
な
ん
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。
申
請
書
の
見
本
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
）
又
は
、
役
場
備
え

付
け
の
申
請
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
申
請
者
と
の
続
柄
、
必
要
枚
数

及
び
次
に
掲
げ
る
必
要
事
項
を
記
入
し

押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
民
票
（
除
票
）
の
写
し
の
申
請

　
　
に
つ
い
て
は
必
要
と
す
る
人
の
住

　
　
所
、
氏
名

②
戸
籍
謄
抄
本
の
申
請
に
つ
い
て
は

　
　
●

　
必
要
と
す
る
人
の
本
籍
、
筆
頭
者
、
㈲

　
氏
名

〔
交
付
で
き
る
書
類
〕

①
住
民
票
（
除
票
）
の
写
し

②
戸
籍
謄
抄
本
、
除
籍
謄
抄
本

③
表
1
に
記
載
さ
れ
た
証
明
な
ど

匂俵料数手

住　民　票薫除票〉』、 払若こつき100円

記載事項証》覇、、 〃1　　　　〃

　　　　遜　・』、F戸　籍　の、辮纂蒙鵜』、
㌦か　　　　　　〃

身　　分　　証☆購1、』懸、鷺♂：轄
、、〃、1』　ド　　”

戸　籍謄抄』本1 　㌧頑　　400円
1

原戸籍、除籍謄抄本評 “　　700円

　
　
〔
申
請
で
き
る
人
〕

　
本
人
お
よ
び
同
居
の
家
族

　
　
〔
申
請
手
続
き
〕

　
申
請
書
と
手
数
料
（
郵
便
局
の
定
額

小
替
為
）
に
返
信
用
の
切
手
と
封
筒
を

同
封
し
て
、
住
民
課
窓
口
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
郵
便
に
よ
る
申
請
は
日
数
が

か
か
り
ま
す
の
で
お
早
目
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
住
民
課
戸
籍
係
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
智
三
六
－
一
五
二
一
　
内
線
二
二
三



，トピツワス 身近かな話題、ホツト后ニュース壼お寄せくだごひ。

灘襲，蒙，鱗毒離幾難　磁

　　鎮

警　　　懸毒

一第1回江南町民ゴルフ大会一

　2月24日㈱、江南バードレイクカント

リークラブで江南町体育協会主催による

第1回江南町民ゴルフ大会が開催されま

した。

　今回は、初めてのこころみということ

で131名の参加があり、参加者の皆さん

は、強風を吹き飛ばすような力強いショ

ットで熱戦が繰り広げられました。

　なお、次回は、8月23日を予定してい

ます。今回参加できなかった皆さんも是

非奮ってご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　苑聯…－／ノー

五演令が開かれました・講師は・こレビ●

ンヨン」と題して、約90分お話しいただ

きました。

　ラジオなどで聴く語り口調そのままに、

また、聴衆に話しかけたりと笑いをまじ

えて、人と人との話し合いがいかに大切

かを話され、聴衆の皆さんは熱心に耳を

傾けた講演でした。

＿●

　　　〆“〆
　〆誠一ど　　　　　　嘉

　
　
コ

0
℃
一
〇
ω

．覇

難●

羅
灘
欝
購
灘
灘
、

轟

一オカリナコンサートー

　3月20日㈹、勤労センターでオカリナ

（土笛）のコンサートが行われました。

　演奏者は松本壽和氏で、小さなオカリ

ナは小鳥のさえずる音、重低音の大型オ

カリナ、それぞれ特色のある音色に150名

を超える聴衆の心の奥に、数々の名曲が

響き、まるで酔いしれるように音色を堪

能することができました。

　これを機会にオカリナを習いたいとい

う希望者が続出し、盛大な春の夜のコン

サートでした。



高
齢
者
訪
間
活
動
を
実
施
し
て

　
　
高
齢
化
社
会
到
来

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
七
十
六

歳
、
女
性
八
十
二
歳
と
な
り
、
人
生
八
十

年
時
代
と
い
う
言
葉
も
定
着
し
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
平
均
寿
命
の
伸
び
は
、

急
速
な
人
口
の
高
齢
化
を
生
ん
で
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
平
成
．
、
一
十
二
年
（
二
〇

二
〇
年
）
に
は
、
全
人
口
に
占
め
る
六

十
五
歳
以
上
の
割
合
が
二
↓
一
、
・
六
％
と

な
り
、
約
四
人
に
一
人
が
お
年
寄
り
と

い
う
世
界
一
の
超
高
齢
化
社
会
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
い
ま
や
第
二

の
人
生
と
も
い
わ
れ
る
老
後
を
寝
た
き

り
や
痴
呆
（
ボ
ケ
）
に
な
ら
ず
、
明
る

く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
脳
卒
中
や

骨
折
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
家
に
閉

じ
こ
も
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
を
通
し

て
積
極
的
に
外
に
出
る
こ
と
が
大
切
で

す
．
、

テ
ー
マ
は

「
ね
た
き
り
は
防
止
で
き
る
」

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
に
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
者
を
対
象
と

し
た
訪
問
活
動
事
業
も
三
回
目
と
な
り
、

今
年
も
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
十
六

会
場
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
．
、

　
今
回
は
、
　
「
寝
た
き
り
は
防
止
で
き

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
ラ
イ
ド
・
健
康

相
談
・
タ
オ
ル
を
使
っ
た
健
康
体
操
・

栄
養
士
さ
ん
の
講
話
な
ど
、
ど
の
会
場

も
最
後
ま
で
熱
心
に
聞
い
て
く
だ
さ
り
、

．
一
時
間
が
あ
っ
と
い
う
問
に
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
寒
い
時
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
約
五
五
〇
人
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
今
回
は
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
ど
ん
な
点
に
注
意
し
た
ら

よ
い
の
か
、
寝
た
き
り
防
止
の
十
ヵ
条

を
中
心
と
し
た
ほ
か
、
寝
た
き
り
を
防

ぐ
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
栄
養
士
さ
ん
に

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
高
血
圧
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
塩

　
分
を
ひ
か
え
め
に
す
る
。

②
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、

　
牛
乳
、
小
魚
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た

　
く
さ
ん
と
る
よ
う
に
す
る
。

③
た
く
さ
ん
の
種
類
の
食
品
を
と
る
よ

　
う
に
す
る
。

　
（
一
日
三
〇
品
目
を
目
標
に
）

　
平
成
五
年
度
も
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ

ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
各
字
の
集
会
所
に
出

向
き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

寝たきりゼロ

ヘの10力条

　寝たきりは　寝かせきりから　作られる

　過度の安静　逆効果

第3条
　リハビリは　早期開始が効果的

　朝おきて　先ずは着替えて　身だしなみ．

　寝・食分けて生活にメリとパリ

第6条
　「手は出しすぎず　目は離さず」が介護の

　基本　自立の気持ちを大切に

第7条
　ベッドから　移ろう移そう　車椅子

　行動広げる　機器の活用

第8条
　手すりつけ　段差をなくし　住みやすく

　アイデア生かした　住まいの改善

第9条
　家庭でも社会でも　よろこび見つけ

　みんなで防ごう　閉じ込もり

第10条

　進んで利用機能訓練　デイ・サービス

　寝たきりなくす　人の和　地域の輪

●

　
二
月
二
十
四
日
、
江
南
町
体
育
協
会

主
催
に
よ
る
第
一
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
江
南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
；
三
名
が
参
加
し
技
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
強
風
の
中
で
ス
コ

ア
は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
皆
、
思
い

思
い
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
七
万
三
千
四

百
十
円
が
江
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

盤
灘
醗

き

懇
●

体協副会長による始球式

鯉

体協会長と男・女の優勝

　
※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス

　
　
コ
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

◎
総
合
成
績
（
グ
ロ
ス
．
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝
　
鈴
木
　
義
雄
　
　
（
樋
春
南
）

　
　
　
　
　
0

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

　
　
　
8

　
m
　
　
2
．

柴
　
　
芳
雄

　
6
　
　
4
　
。

　
Q
ゾ
　
　
∩
乙

野
口
　
訓
男

　
2
　
　
9
　
。

　
Q
4
　
　
　
1

嶋
田
　
文
雄

　
3
　
　
∩
V

　
m
　
　
3
．

利
根
川
正
信

　
7
　
　
4
　
・

　
Q
」
　
　
0
乙

◎
女
子
の
部
（
グ
ロ
ス

優
勝
高
橋
百
合
子

　
　
　
　
　
ワ
’
　
　
　
q
乙

　
　
　
　
　
9
　
　
2
　
．

準
優
勝
　
富
岡
　
政
枝

　
　
　
　
　
6
　
　
　
1

　
　
　
　
　
9
　
　
2
　
．

0　　0　　2　　0　　8

73板73成72小72上71
　　　　　　江・押・
0井0シ尺81110切2

6　8豆C
74　季通　74　手甲　ネ

・　　。　　ツ

4春2切ト
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●

儀
豊
豊
豊
聖
婁
聖
妻
聖
聖
睾
婁
〕
毒
り
襲
豊
り
奪
り
叢
リ
ミ
リ
象
り
逡
り
義
り
奪
．
り
嚢
、
り
奪
．
り
遷
．
り
“

”勲酬餌勲帥勲酬酬舘8聯㈱酬鰍酬斜翻鮒勲即即翻・翻”餌齢勲勲即邸餌即斜勲勲鼎勲翻勲斜〔脚

歳騰

髄

　
別
れ
霜
は
、
名
残
り
の
霜
、
終

霜
と
も
い
い
ま
す
。
春
の
最
終
の

霜
で
す
。

　
”
八
十
八
夜
の
別
れ
の
霜
”
と

う
の
は
、
五
月
二
～
三
日
の
八
十

八
夜
ご
ろ
が
別
れ
霜
の
シ
ー
ズ
ン

だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、

日
本
列
島
は
南
北
に
細
長
い

の
で
、
別
れ
霜
も
場
所
に
よ

っ
て
変
わ
り
ま
す
。
北
海
道

と
九
州
で
は
、
　
一
か
月
半
ぐ

ら
い
違
い
ま
す
。
八
十
八
夜

に
近
い
各
地
の
別
れ
霜
の
最

終
日
の
平
均
（
昭
和
三
十
六

～
平
成
二
年
）
を
み
る
と
、

青
森
市
が
五
月
三
日
、

五
月
四
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

意
報
を
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
て
い
る

の
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

霜
が
降
り
て
当
た
り
前
の
冬
期
に

は
、
こ
の
注
意
報
は
出
ま
せ
ん
。
霜

注
意
報
を
出
す
期
間
は
都
道
府
県

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
東
京
を
例

に
と
る
と
、
四
月
十
日
～
五
月
十

五
日
で
す
．

　
霜
害
を
防
ぐ
方
法
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
茶
畑
で
扇
風
機
を

回
し
て
い
る
の
も
霜
害
防
止
の
一

盛
岡
市
は

　
大
陸
か
ら
の
移
動
性
高
気
圧
に

お
お
わ
れ
て
風
が
な
く
、
よ
く
晴

れ
た
日
の
夜
に
別
れ
霜
は
降
り
や

す
い
の
で
す
。
こ
う
い
う
日
は
ふ

つ
う
い
い
日
和
で
す
が
、
農
作
物

に
と
っ
て
は
大
敵
で
す
。
春
に
な

っ
て
茶
や
桑
の
新
芽
が
出
始
め
た

時
期
な
の
で
、
別
れ
霜
が
降
り
た

ぢ
大
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
春
に
な
る
と
霜
注

つ
の
方
法
で
す
。

　
別
れ
霜
の
季
節
は
、
新
緑

の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
四

月
二
十
九
日
は
「
み
ど
り
の

日
」
、
そ
し
て
こ
の
日
を
最

終
日
と
し
た
一
週
間
が
「
み

ど
り
の
週
間
」
で
す
。
こ
の

時
期
に
は
、
家
族
や
友
人
と

戸
外
に
出
て
、
緑
に
親
し
み
、
豊
か

な
心
を
は
ぐ
く
み
ま
し
ょ
う
。
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水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

4 月 硲△当．l 番 工 事 麟 窮羅

1　・　6　・11　・16　。21　・26 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
2　。　7　・12・17　・22。27 ㈱光　栄建　設 36－1052
3　・　8　・13・18。23・28 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206
4　・　9　。14・19・24・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662
5　・10・15　・20　。25　。30 ㈲松　本　設備 36－5177

　
●

第
三
位
　
大
久
保
喜
美
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富
岡
政
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春
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ニ
ア
ピ
ン
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番
　
野
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博
司
（
小
江
川
）

　
・
6
番
　
岡
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清
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小
江
川
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・
1
2
番
　
笠
原
井
知
男
（
上
押
切
）

　
・
1
7
番
　
岡
部
　
　
孝
（
小
江
川
）

　　　　▽
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151391ラ番番番番コ
　　　　ン
杉小杉小賞
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　カ　　　　カ『一早一早・
男男男男

小樋小樋
江春江春
川北川北
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二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま

で
の
九
日
間
、
江
南
中
柔
道
場
を
会
場

に
柔
道
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
小
学
丁
二
年
生
を

対
象
に
実
施
さ
れ
、
す
で
に
柔
道
を
や

っ
て
い
る
上
級
生
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
柔
道
愛
好
会
の

指
導
者
に
よ
り
技
だ
け
で
な
く
礼
儀
作

法
の
指
導
も
受
け
、
充
実
し
た
教
室
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
最
終
日
に
は
、
新
し
く
柔
道
を

始
め
た
二
十
一
名
に
終
了
証
が
わ
た
さ

れ
ま
し
た
。

小
興、
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保険料を前納すると

　割引されます

　国民年金の保険料は、一年分をま

とめて納めることができます。

　平成5年4月分から1年間の保険
料を平成5年4月30日までに、前納

すると表のように割引されます。

定　員　20名

費　用　無料（テキスト代など実費）

申込み　開講日の1か月前の午前9

　　　　時から、直接受けます。

問合せ　台048－781－4668

平成5年4

月～平成6

年3月

月々納めた
場合
10，500円
　×12ヵ月

前納した

場　　　合
割引額

定額保険料 126，000円 122，960円 3，040円

定額保険料

＋付加保険料
130，800円 127，640円 3，160円

圏　回　囮
　20歳以上の学生は

国民年金に全員加入です

ノもロ　かドベドロて　　ムロレヨレレレリ　　ふリロリゾロロロ　　ロじロマレロ　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　ポ　
＋付加保険料130・800円127・640円3・160円　→魅

　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　高校生のみなさんへ　　　『
防衛庁で【よ、高校生‘こ対し陸海空ヨ

自衛隊の理解を深めてし、ただくため①

に航空機の体験搭乗、護衛艦の体験自．

航海、部隊見学及びサマーメモリー　0

など行事を計画しています。　　　　5

問合せ　自衛隊熊谷募集事務所

　　　　〒360熊谷市末広町2－119

　　　　a22－4855

　20歳以上の学生は国民年金に強制

加入することになっています。加入
は誕生日の前日です。　、・ます。

　加入して保険料を納めることによ

り、病気やケガで障害者になったと

きに障害基礎年金が受けられるとと

もに、将来満額の老齢基礎年金も受

けられます。

＊加入の手続き

　学生本人の住民票がある市町村役

場国民年金係です。本人の親が手続

きや納付の代行もできます。

＊保険料

　平成5年4月から月額10，500円で

す。保険料を納めることが困難なと

きは、申請をして認められると保険

料の納付が免除されます。

＊卒業して就職した時

　厚生年金保険や共済組合に加入し

たときは、国民年金の種別を変更す

る手続きが必要です。手続きには、

国民年金に加入手続きしたときの年

金手帳を持参してください。

　
　
　
　
の
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ハ
　
　
　
　
井
上
道
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
傘
た
た
む
梅
花
片
の
付
き
て
あ
η

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
宅
森
清
次

　　　17日（木）　9時～16時30分

　定員各30名
　◎ワープロ講習（初級）

　内　容　ワープロソフト（一太郎）

　　　の基礎的操作・文書作成
　日時6月7日（月）、8日（火）、10日

　　　（木〉　10日寺～16日寺

　定員20名
　◎特許申請の手続き
　内　容　特許、実用新案などに関す

　　　る申請の仕方
　日時6月7日（月）、8日（火）、10日
　　　（木）、　11日（金）　13日寺～16日寺

　定員20名
　◎自動車整備技能講習
　内　容　車の点検・整備及び事故を

　　　起こした時の処理の仕方
　日時6月17日（木）、18日（釧

　　　9日寺～16日寺

　定員20名
　◎パソコン講習（初級）

●内容パーソナルコンピュータの

　　　基礎知識・操作
　日時6月21日（月）、22日（火）、24日

　　　（木）　10日寺～16目寺

　定員20名
　◎アーク溶接技能講習

　内容労働安全衛生法に基づく修

　　　了証の取得
　日　日寺　6月22日（火）、23日（水）、25日

　　　（金）　9時～16時30分

　定員20名
　◎生産管理基礎講習
　内　容　生産管理技術者の養成

　日時6月28日（月）、29日依）

　　　9時～16時30分

　　横　梅　梅　梅　む
　　枝　林　林　林　せ

●2筈忌畠警
　　わ　木　や　の　梅
　　む　の　わ　 し　の
　　ば　梅　ら　ず　香
　　かはぎめり　　り　苔　吟　し　を
　　に長む　行　人　句
　富梅谷し瀬会橋の笠に

｝
赤
も
又
老
い
て
似
合
い
ぬ
梅
見
客

ヘ

ヘ
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

ヘ
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梅
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木
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ツ
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ち
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あ
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岡
部
正
次

ヘ
ヘ
手
の
と
ど
く
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に
仕
立
て
て
梅
の
里

ヘ

ハ
　
　
　
　
松
本
と
よ

ハ
梅
匂
ふ
越
生
の
里
の
雨
吟
行
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島
孫
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す
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記
念
の
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見
か
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ヘ
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笠
原
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ヘ
ヘ
む
せ
返
る
梅
の
香
り
を
句
に
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せ
て

ヘ

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

へ
、
梅
林
の
雨
の
し
ず
め
し
人
の
影
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橋
本
和
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ヘ

ハ
　
　
　
　
瀬
山
芳
久

｝
梅
林
の
古
木
の
梅
は
苔
む
し
ぬ

｝
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

ハ
横
枝
の
た
わ
む
ば
か
り
に
梅
満
開

ヘ

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

　
　
●

句
の
友
を
思
い
つ
今
日
の
梅
見
か
な
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
小
泉
美
津

幾
重
に
も
香
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い
た
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梅
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圖國圖！’圖
農林学級（4月）

開催日 内　　　容 費　　用

10日（ガ 木工動物の型抜 午前10時

き

10日仕〉 木工動物の型抜 午後1時30分

き

15日（木） ジャムづくり 午前10時

18日（日） ミニトマト栽培 午後1時30分

22日（木） たけのこ料理 午前10時

23日（金） 木工ふた付小箱 午前10時

25日（日） トマトの収穫 午後1時30分

28日（水） おばけかぼちゃ 午後1時30分

の栽培講習

　
所

　
務

　
事

　
理

　
管
0
1

　
園
2
3

料
公
一

　
林
8
3

無
農
智

用
付
せ

　
　
合

費
受
間

花き園芸講座（4月）

開催日 内　　　　容 費　用

6日（火） 接ぎ木の秘訣 500円
8日（木） 洋ランの株分けと植 1，500円

え替え

13日（火） 春まき一年草の種ま 無　　料

き

16日（金） 観葉植物の寄せ植え 2，000円

20日（火） 春の山野草 1，000円

22日（木） サタラソウの楽しみ 500

方

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　行ないます。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

埼玉県農林公園内・植物振

興センター内

a83－2841

ふるさとづくりを考える

　憲法の日記念講演会

　憲法を通じて「地方自治」の確立

を訴え、県民の“ふるさと意識”や

“自治意識”を高め、　「ゆたかで

ゆとりある　さわやか埼玉」の実現

を推進する。

日　時　5月15日（土）12時30分開場

　　　13時30分開会

場所熊谷会館
内　容・県民の意見発表

　　　・記念講演　鈴木健二氏

　　　・コンサート　ペギー葉山氏

応募・入場無料（ただし入場整理

　　　券が必要）

　　　・入場整理券は4月1日より

　　　県庁県民案内室及び案内所、

　　　各県民センターで行う。

　　　・ハガキによる申し込みは、

　　　埼玉県県民総務課（〒336

　　　浦和市高砂3－15－1）で
　　　受付けます。

圖圖圃圏
英会話（初級）教室

　受講生募集
日　時　5月25日（火）～7月20日（火）ま

　　　での毎週火曜日及び6月18
　　　日（金）の10日間コース

　　　18時30分～20時30分

対象基礎的、日常的な会話をこ

　　　れから勉強したい人。

場所埼玉県熊谷福祉センター
受講料　10，300円（他にテキスト代

　　　1，000円程度）

定　員30名
申込み　5月11日（火）午前9時から電

　　　話で受付けます。

　　　費21－5421

水彩画教室受講生募集

　これから水彩画を始めようとする

人を対象に、デッサンから学び静物

・風景などを描きます。

受講日　5月8日・22日・29日・30

　　　日・6月12日・26日・27日
　　　7月10日・24日・25日の10
　　　日間コース

時間13時30分～16時30分
定　員　20人

受講料　10日間で7，210円、画材・

　　　絵具は別。初日に現金徴収

会　場　埼玉県熊谷福祉センター

申込み　4月20日（火）9時から電話で

　　　受付けます。
問合せ　智21－5421

成人職業訓練センター

　受講生募集
◎第2種電気工事士技能講習
内　容　第二種電気工事士試験受験

　　　者のための実力養成

日時6月1日依）、3日（木）、4日
　　　（金〉と6月14日（月）、15日（火〉

●

■、・￥』、」、亀、r、秘、■、甲、甲、■、』、■、・、・￥・、馬、り、・、』、r、■、・「㌧辱、聖、恥、・、監、恥「㌧・、r、辱、・、r、辱、L㌔」・、』、■、・、・、辱、・、r、』、辱￥■、』、L、秘、r、■、・、辱、辱、辱、』￥・￥r￥辱、■、r、へ、・、r、』、一、・、・、・、・、』、』、

き
ρ

月
中
届
出
　
　
年
齢

小
辻
　
　
昇
　
5
6
歳

水
野
健
夫
51
歳

堀
川
　
い
と
　
8
4
歳

田
中
禎
二
　
6
7
歳

　
　
　
○

千野樋押敬
　　　　　称
　　　　　略
代原春切）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

二
月
中
届
出

押
　
切

　
　
　
　
　
あ
や

　
反
町
綾
長
女
（
勲
）

板
　
井

　
　
　
　
あ
　
　
い

　
山
本
　
歩
惟
　
　
長
女
　
（
修
二
）

●

町民のうごき

12・・8・一＼＼一
12，090

12，070一

人／戸

3，420一

3，410一

3，400
12月　1月　2月　3月

3月1日現在

畑
男
女
鵬

12，060

5，953

6，107

3，401

一15

－6

－9

－2

平成5年　救急出動状況

救急出動状況 2　月 累　計

交　　　　　　　通 4件 6件

一　　般　　負　傷 1件 1件

急　　　　　　病 11件 31件

そ　　　の　　　他 2件 3件

合　　　　　　計 18件 41件

（11）



　　　　だい　　き

間中大樹ちゃん
　平成4年7月14日生
　間中　竜二・佳子さんの

長男（8ヵ月）　中央
　表情もとても豊かになっ

てきました。ハイハイやっ

かまり立ちも上手に出来ま

す。名前のとおり、たくま

しく育ってほしいです。

　　　　　ゆう　　　た

大場勇太ちゃん
　平成4年4月14日生
　大場一一彦・清恵さんの

長男（11カ月）　三本
　とても元気な男の子です。

　お姉ちゃんたちと、毎日

元気にあそんでいます。

　　　　　な　　つみ

笠原菜摘ちゃん
　平成4年4月29日生

　笠原和夫・三枝子さんの

三女（11カ月〉　　押　切

　お姉ちゃん達に囲まれて、

いっも元気に遊んでいます。

　明るく、やさしい子に育

ってほしいと思っています。

⑳軸轍㈱軸脚軸輔㈱鳴㈹軸軸鱒軸騨軸鰍卿軸軸鱗軸蜘鰯㈱㈱卿㈱脚
犀A　生地　霧　　　　　　腰　．、　補鉛鷹翻我

が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

　　　　　ゆ　か　り
土　屋　優香里ちゃん

　平成4年5月7日生
　土屋重則・久仁子さんの

二女（10カ月）　　成　沢

　最近つかまり立ちをする

ようになり、お兄ちゃんお

姉ちゃんに負けない元気な

わたしです。すこやかに育

ってほしいです。

●

繊

ピ
ザ
パ
イ

腰
塚
喜
美
代
さ
ん
（
御
正
新
田
）

具
［
ン
、

▼
作
り
方

　
料

強
力
粉
　
　
　
　
　
　
三
五
〇
g

ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト
　
小
さ
じ
二
杯

牛
乳
　
　
　
　
　
　
一
二
五
㏄

砂
糖
　
　
　
　
　
大
さ
じ
一
杯

オ
リ
ー
ブ
油
　
　
　
大
さ
じ
二
杯

塩
　
　
　
　
　
　
小
さ
じ
％
杯

ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
玉
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ

　
　
ベ
ー
コ
ン
、
溶
け
る
チ
ー
ズ

①
牛
乳
と
水
一
二
五
㏄
を
小
な
べ
に
入

れ
て
沸
騰
さ
せ
、
三
〇
度
位
ま
で
冷
ま

す
。②

ボ
ウ
ル
に
半
分
の
量
の
強
力
粉
と
砂

糖
、
オ
リ
ー
ブ
油
を
入
れ
、
①
を
加
え

て
混
ぜ
る
。
こ
こ
に
ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト

を
加
え
、
さ
ら
に
な
め
ら
か
に
な
る
ま

で
混
ぜ
、
残
り
の
強
力
粉
と
塩
を
加
え

て
十
分
間
く
ら
い
こ
ね
る
。

③
ボ
ウ
ル
の
中
で
生
地
を
ま
と
め
、
ぬ

れ
ふ
き
ん
か
、
ラ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ
て
約

二
倍
に
な
る
ま
で
発
酵
さ
せ
る
。

④
発
酵
し
て
膨
ら
ん
だ
ら
げ
ん
こ
つ
で

押
し
て
ガ
ス
抜
き
を
す
る
。

　
粉
を
少
々
振
っ
た
の
し
台
に
、
生
地

を
四
等
分
し
て
の
せ
、
の
し
棒
で
厚
さ

七
～
八
㎜
、
直
径
二
十
㎝
く
ら
い
に
の

ば
す
。

⑤
上
に
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
の
ば
し
、

玉
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
、
べ
ー
コ
ン
な
ど

を
の
せ
、
最
後
に
チ
ー
ズ
を
の
せ
て
、

●

分二
～○
一一～

五二
分三
く○
ら度
いの
焼オ
く1
。ブ

　ノ
　で

（12）

訂

正

　
先
月
の
広
報
三
月
号
の
お
誕
生
お

め
で
と
う
と
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま

す
の
中
で
紹
介
し
た
、
押
切
の
島
田

美
菜
さ
ん
の
名
前
と
小
江
川
の
野
口

よ
し
さ
ん
の
年
齢
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
す
べ
て
の
生
命
が
よ
み
が
え
る
春
。

そ
の
象
徴
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
の
が

た
ま
ご
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
キ

リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
イ
ー
ス
タ
ー
に

た
ま
ご
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
日
本
で
も
、
た
ま
ご
は
古
く
か
ら
生

命
の
象
徴
と
見
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
た
ま
ご
を
食

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る

南
蛮
菓
子
や
料
理
が
渡
来
し
て
き
た
室

町
時
代
末
期
。
日
本
料
理
に
素
材
と
し

て
使
わ
れ
、
一
般
庶
民
が
口
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
日
本
人
一
人
が
一
年
間
に
食
べ

る
た
ま
ご
は
、
平
均
す
る
と
三
百
個
余

に
達
し
、
世
界
第
二
位
と
か
。

　
一
日
一
個
は
ぜ
ひ
食
べ
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
生
活
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i




